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商工業振興資金貸付事業（商工課）

前 年 度

活力みなぎる米子

商業の活性化

地域の活力を生み出す産業のまちづ

『産業』がいきいき

0

03,620,247000

3,620,2473,720,2473,898,4973,526,377

前 年 度

現計予算当初予算
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歳出予算事業概要書

県支出金
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調整結果額
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要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

　の数倍の額の融資を創出して下記目的を達成し、もって地域経済の活性化を図る。
　　・民間金融機関の融資を補完し、経営基盤の弱い中小企業者の資金繰りを支援する。

　平成20年度新規予定融資枠

　に関わらず市に償還され、その償還金収入を財源としている。
　　金融機関に対する資金預託によって融資利率を引き下げ、また、預託金は企業の返済
②　事業効果
　　・災害、経済情勢の変化、取引先倒産など、突発的・広域的な局面に対応する。
　　・企業の集団化、業種転換、設備の近代化など、市内産業構造の転換を誘導する。
　　・新規開業や新技術・新商品の開発等の新しい動きを支援する。

　　鳥取県及び金融機関と協調した制度融資を運用することにより、本市が調達した原資
①　事業全体概要

　　　※　現在運用中のものは、すべて県との協調制度
　　　※　本市予算額に県及び金融機関の資金を加えた融資可能額

　　　合　計（総融資枠）　　　  　　　4,040,000,000円　　　
　・取引安定化対策資金融資枠　　　　　　350,000,000円
　・経営改善対策特別資金融資枠　　　　  840,000,000円
　・新規参入資金融資枠　　　　　　　　　750,000,000円
　・中小企業小口融資資金融資枠　　　　2,100,000,000円
　・米子市季節金融対策資金融資枠　　　　　　　　　0円（取扱休止中）
　・米子市中小企業経営安定資金融資枠　　　　　　　0円（取扱休止中）

　①　財源内訳の積算根拠
　　　財源は、商工業振興資金貸付金元利収入。

　　　また、他市は、県と協調しない独自の融資制度を引続き運用している。（本市は休
　　に変更したが、県内全市町村が、預託方式を継続している。
　　　協調している鳥取県が、制度融資の運用を預託方式から金融機関への利子補給方式
　②　他市の状況

　　　　・金融機関の融資残高に対応する継続分預託金　　　3,100,247,000円
　　　　・本年度中新規融資見込額に対応する新規分預託金　  620,000,000円

　　止中）
　③　事務事業評価の反映状況　　現状維持
　　　利子補給方式への移行については、現状では一般財源の負担増加となるため、メリ
　　ットを十分に考慮して引続き検討することとした。
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